
まとめに向けた論点メモ

１ 区民と区が共有する１０年後の杉並区の将来像（あるべき姿）をいかに描くのか

○ これからの杉並区の抱える課題との関連

○ ５０万都市としてのモチベーションをいかにつくるのか

２ 東日本大震災の教訓と課題をどのように反映させるか

○ 杉並区民のアンケート 「安全・安心」が高順位

○ 首都直下型に向けた減災まちづくり

３ １０年ビジョンとしてのリアリティ

○ 「将来像と目標」のところで、「１０年後の姿」を示してはどうか

４ その他

○ 若者・現役世代に向けたメッセージなど

○ 区境問題

・世田谷、武蔵野など隣接自治体との連携で生活の質を高めるには

・例えば、ムーバスとすぎ丸とのタイアップなど

○ まちづくり・産業での新たな取組みのイメージ

・例１：道路が狭い交通不便地域でのミニすぎ丸（コミュニティ・タクシー）

・例２：商店街での宅配などでの買物難民への支援

○ 再生可能エネルギーを活かした住宅都市づくり
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